
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育英地区コミ協だより２7-10 号 

平成 2８年 1 月発行：育英地区コミュニティ協議会  ℡  20－０３６２   
現在の地区の人口 4,893 人  世帯数 2,075 （H27.12.31現在） 

新 年 の ご 挨 拶 

  

明けましておめでとうございます。 

皆様方には、佳き新年をお迎えのことと存じます。 

 育英地区コミュニティ協議会の事業推進に対しまして、皆さま方の御協力

とご支援をいただき、昨年は一部変更はありましたがほぼ計画通り実施するこ

とができました。厚く御礼申し上げます。 

台風 15 号の被害でご心労のこともおありだったことでしょうが、育英地区

の目標であります「誰もが安心して暮らせる育英」の実現にさまざまな課題解

決へ取り組み努力してきました。中でも地区の緊急課題の「内水面排水対策」

は中郷川と下地区のポンプ場が下水管で接続されましたのは永年の懸案が解

決に向かいました。 

本年度は、第 3 期振興計画に基づき「安心安全なまちづくり」「いきいきと

活力あるまちづくり」「景観の美しいまちづくり」を重点目標にして鋭意努力

してまいります。皆様方の一層の御協力とご支援をお願い申し上げます。 

皆様方の一層のご多幸とご健勝を祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。 

平成２8 年１月 

 

              育英地区コミュニティ協議会 

会長 山田島 基夫 

                                       役員一同 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防出初め・祝賀会が開催されました 

1 月 9 日（土）開戸橋下の広場にて 9 時から消防出初式が行われ、午後１時から

育英地区コミュニティセンターにて、祝賀会があり中郷消防団員の表彰式も同時に

行われ、次の方々が表彰を受けられました。 

日頃より家族の協力の下、訓練に励み、がんばっている中郷消防団員です。 

退団者表彰 下口正一郎       総裁表彰精績章（15 年） 尻無浜真 

薩摩支部長表彰（２５年）有馬文男       〃        福永雄朗 

市長感謝状 前田恵理子       総裁表彰功績章（２０年） 當房大作   

（在団２０年の団員の家族へ感謝状）       〃      松田和之 

敬称略 

世代間交流 餅つき大会 

が行われました。 

12 月 10 日（木）育英長寿会の

方々と育英小学校 5 年の児童と餅

つき体験を通して、世代間交流を

行いました。今年は雨の中での餅

つきとなりました。例年育英保育

園の年長さんも体験するのです

が、今年は、残念ながらお餅つき

できませんでした。 
 
保育園のお友だち 
は次回をお楽しみ 
にと思いながらの 
餅つきでした。 

三地区（亀山・可愛・育英） 

合同コミュニティ協議会会議開催 

１２月 17 日（木）三地区合同コ

ミ協会議がありました。 

県議・市議も出席され、県・市政

報告をしていただきした。 

３地区を良くしていこうとする 

熱意が伝わった会議でした。 

 

 8 日（金）三役連絡会 

9 日（土）消防出初式・祝賀会 

１2 日（火）コミ協役員会 

１7 日（日）コミ協対抗綱引大会 

２1 日（木）女性学級 

２2 日（金）高齢者学級 

１月の行事予定 

つきたてを早速いただいてまぁーす 

今年もよろしく 
お願いいたします。 

 

上地区（瀬口・平原・山田島・団地） 

いきいきサロン開催 

１２月１９日（土）上いきいきサロン

を高齢者と子供さんたちとの世代間交

流をしました。まずは、皆さんの自己紹

介に始まりゲームや手遊び、工作ではク

リスマスケーキを作り大人・子どもたち

共に歓声の中良い時間を過ごしました。 

おやつには、ケーキ・ねったぼ・漬物

をほおばり語らいの中喜んで食べてい

ただきました。 

子どもさん達には、育英小学校の校歌

を歌っていただき大人も口ずさんで和

やかな雰囲気のサロン大成功に終わり、 

子ども会長さんより「またやりたいです

ね」とありがたいお言葉をいただきまし

た。         文：津田美津子 

 

 

 


